(伊豆の 修 禅寺に 頼 家の 面と いう あり。 作 人 

も 知れず。 由来 もしれ ず。 木彫の 仮面に て、 年 



を 経 たるま ま 面目 分明なら ね ど、 いわゆる 古色 

蒼然た る もの、 観 来たって 一種の 詩趣 をお ぼ ゆ。 

当時 を 追懐して この 稿 成る。) 
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第 一 場 

伊豆の 国 狩 野の 庄、 修 禅寺 村 (今の 修善 寺) 桂 川 

の ほとり、 夜叉 王の 住家。 



藁葺き の 古びた る 二 重 家 体。 破れた る 壁に 舞楽の 

こんの れん 

面な ど を かけ、 正面に 紺 暖簾の 出入口 あり。 下手 

どびん 

に炉を 切りて、 素焼の 土瓶な どかけ たり。 庭の 入 

口 は 竹に て 編みた る 門、 外に は 柳の 大樹。 そのう 

しろ は 畑 を 隔てて、 塔の 峰つ づきの 山 または 丘な 

どみ ゆ。 元久 元年 七月 十八 日。 

(二重の 上手に つづける 一 間の 家 体 は 細工 場に て、 

がます だれ 

三方に 古り たる 蒲 簾 を おろせり。 庭 さきに は 秋 

かき 

草の 花咲きた る 垣に 沿うて 荒む しろ を 敷き、 姉 娘 

桂、 二十歳。 妹娘 楓、 十八 歳。 相対して 紙砧を 



檮 つてい る。) 

いつ どき 

かつら (やがて 砧の手 を やめる) ー晌 あまり も檮ち 

つづけた ので、 肩 も 腕も痺 るるよう な。 もうよ いほ 

どに して 止みよう でない か。 

かえで と は 言う ものの、 きのうまで は 盆 休みで あつ 

た ほどに、 きょうから は 精出して 働こう では ござん 

せぬ か。 

とと さま 

かつら 働きた くばお 前 ひとりで 働く がよ い。 父 様に 

も 春彦ど のに も 褒められよう ぞ。 わたし はい やじ や、 

いやにな つた。 (投げ出す ように 砧を捨 つ) 



てわざ きょうだい 

かえで 貧の 手業に 姉妹が、 年 ごろ 檮ち なれた 紙砧 を、 

とかくに 飽きた、 いやにな つたと、 むかしに 変る お 

前が この ご ろの 素振り は、 どうした こと で) y ざる か 

のう。 

かつら (あざ笑う) いや、 昔と は 変らぬ。 ちっとも 

変らぬ。 わたし は 昔から このような こと を 好きで は 

かま くら 

なかった。 父 さまが 鎌 倉に おいでな されたら、 わた 

みょうもん 

しら もこう は あるまい もの を、 名聞 を 好まれぬ 職 

かたぎ いず ずみ 

人気 質と て、 この 伊豆の 山家に 隠れ 栖、 親に つれて 

子供まで も 鄙に そだち、 しょうこと なしに 今の 身の 

上 じ や。 さりと てこの ままに 朽ち果てようと は 夢に 



ばかり 高う 打ち あがり、 末 はなん となろう やら、 わ 

たし は 案じられて なり ませぬ。 

かつら お前と わたしと は 心が 違う。 妹のお まえ は 今 

年 十八で、 春彦 という 男 を 持った。 それに 引き かえ 

て 姉の わたし は、 二十歳と いう 今日の 今まで、 夫 も 

さだめずに 過した は、 あたら 一 生 を 草の 家に、 住み 

果 つまい と 思えば こそじ や。 職人 風情の 妻と なって 

満足して 暮す おまえら に、 わたしの 心 はわ かるまい 

のう。 (空嘯く) 

(楓の 婿 春彦、 二十 余 歳、 奥より 出 づ。) 

春彦 桂 どの。 職人 虱晴 とさ も 卑しい 者の ように 言わ 



れ たが、 職人 あまた あるな かに も、 面作師 といえば、 

世に 恥 かしから ぬ 職であろう ぞ。 あらためて 申す に 

及ばね ど、 わが 日本 開闢 以来、 はじめて 舞楽のお も 

て を 刻まれた は、 もったいな くも 聖徳 太子、 つづい 

て 藤 原 淡 海 公、 弘法 大師、 倉 部の 春 日、 この 人々 よ 

リ 伝えて 今に 至る、 ^緒 正しき 職人と は 知られぬ か。 

かつら それ は 職が 尊い のでない。 聖徳 太子 や 淡 海 公 

という、 その 人々 が 尊い のじ や。 かの 人々 も 生 i に、 

面 作り はなされ まいが …… 。 

春彦 生業に して は 卑しい か。 さりと は 異な こと を 聞 

くもの じ やの。 この 春彦が 明日に も あれ、 稀代の 



おもて いだ 

面 をつ くり 出して、 天下 一 の 名 を 取っても、 お 身 は 

あなど 

職人 風情と 侮 るか。 

かつら 言んでも ない こと、 天下一で も 職人 は 職人 

じ や、 殿上人 や 弓 取りと は 一 つになる まい。 

春彦 殿上人 や 弓 取りが それほどに 尊い か。 職人が そ 

れ ほどに 卑しい か。 

かつら はて、 くどい。 知れた ことじ やに ：：•• 。 

(桂 は 顔 を そむけて 取り合わず。 春彦、 むっとし 

て 詰めよ る を、 楓は あわてて 押し 隔てる。) 

かえで ああ、 これ、 一 旦 こうと 言い出したら、 あく 

まで も 言い募る が 姉 さまの 気質、 逆ろう て は 悪い。 



いさかい はもう 止して くだされ。 

春彦 その 気質 を 知れば こそ、 日ごろ 堪忍して いれ ど、 

ことば 

あまりと 言えば 詞が 過ぐ る。 女房の 縁に つながり 

て、 姉と 立 つれば つけ 上り、 ややもすれば われ を 軽 

しむる 面憎 さ。 仕儀に よって は 姉と は 言わさぬ。 

かつら おお、 姉と 言われず とも 大事 ござらぬ。 職人 

風情 を 妹婿に 持った とて、 姉の 見得に も 手柄に もな 

るまい。 

春彦 まだ 言う か。 

(春彦 はまた つめ 寄る を、 楓は 心配して 制す。 こ 

の 時、 細工 場の 簾の うちにて、 父の 声。) 



夜叉 王 ええ、 騒がしい。 鎮まらぬ か。 

(これ を 聴きて 春彦は 控える。 楓は 起って 蒲 簾 を 

まけば、 伊豆の 夜叉 王、 五十 余 歳、 烏帽子、 筒袖、 

小 袴に て、 鑿と 槌とを 持ち、 木彫の 仮面 を 打って 

いる。 膝の あたりに は 木の 屑な ど 取り散らした 

り。) 

春彦 由な きこと を 言い募って、 細工のお さまたげ を 

も 省みぬ 不調法、 なにとぞ 御 料簡く ださり ませ。 

かえで これ も わたしが 姉 様に、 意見が ましい ことな 

ど 言う たが 基。 姉 様 も 春彦ど の も 必ず 叱って 下さ 

ります るな。 



夜叉 王 おお、 なんで 叱ろう、 叱り はせ ぬ。 姉妹の 

いさかい 

暄曄 はま まある ことじ や。 珍ら しゅう も あるまい。 

時に 今日 ももう 暮 るる ぞ。 秋の ゆう 風が 身にしみる 

ゆう まま あか リ 

わ。 そちた ち は 奥へ 行って 夕飯の 支度、 燈 火の 用意 

でもせ い。 

二人 あい。 

(桂と 楓は 起って 奥に 入る。) 

夜叉 王 のう、 春彦。 妹と は 違うて 気がさの 姉 じ や。 

同じ 屋根の 下に 起き 臥し すれば、 一 年 三百 六十 日、 

面白から ぬ 日 も 多かろう が、 何事 も わしに 免じて 料 

簡 せい。 あれ を 産んだ 母親 は、 そのむ かし、 都の 



まま 一 

に 持たぬ と 誇らる る も、 母御の 血筋 をった えした め、 

血 は 争われぬ もので ござり まするな。 

夜叉 王 じ やによ つて、 あれが 何 を 言おうと も、 滅多 

き ぐ ら い 

に 腹 は 立てまい ぞ。 人 を 人と も 思わず、 気位 高う 生 

まれた は、 母の 子 なれば 是非がない のじ や。 

(暮の 鐘き こ ゆ。 奥より 楓は燈 台 を 持ちて 出 づ。) 

おお ひと 

春彦 おお、 取り紛れて 忘れて いた。 これから 大 仁の 

あつら のみ さすが 

町まで 行って、 このあいだ 訛え ておいた 鑿と 小刀 

をう け 取 つ て 来ねば なる ま い か。 

かえで きょうはもう 暮れました。 いっそ 明日に しな 

されて は …… 。 



春彦 いや、 いや、 職人に は 大事の 道具 じ や。 一 刻 も 

早う 取り寄せ てお こ ぅぞ。 

夜叉 王 おお、 職人 は その 心がけが のうて はならぬ。 

更けぬ 間に、 ゆけ、 行け。 

いっとき 

春彦 夜と は 申せ ど 通い なれた 路、 ー晌 ほどに 戻って 

来ます る。 

(春彦 は 出て ゆく。 楓は 門に たちて 見送る。 修禅 

と - つろ-つ 

寺の 僧 一人、 燈籠を 持ちて 先に 立ち、 つづいて 源 

の 頼 家 卿、 二十 三 歳。 あとより 下田 五郎 景安、 十 

七 八 歳、 頼 家の 太刀 を ささげて 出 づ。) 

僧 これ、 これ、 将軍家の おしのび じ や。 粗相が あつ 



て はなり ませぬ ぞ。 

(楓 はは ッと 平伏す。 頼 家主 従す すみ 入れば、 夜 

叉 王 も 出で 迎える。) 

夜叉 王 思い も よらぬ お成りと て、 なんの 設け も ござ 

リ ませぬ が、 まず あれへ お通りく ださり ませ。 

(頼 家 は 縁に 腰 を かける。) 

夜叉 王 して、 御用の 趣 は。 

頼 家 問わず とも 大方 は 察して おろう。 わが 面体 を 後 

のかた みに 残さん と、 さきに その 方 を 召し出し、 頼 

おもて つか 

家に 似せた る 面 を 作れと、 絵姿まで も 遣わして お 

いたる に、 日 を 経る も 出来せず、 幾た びか 延引 を 申 



し 立てて、 今まで 打ち過ぎし は 何たる ことじ や。 

五郎 多寡が 面 一 つの 細工、 いかに 丹精 を 凝らす とも、 

百日と は 費すまい。 お 細工 仰せつ けられし は 当 春の 

初め、 その後す でに 半年 を も 過ぎた るに、 いまだ 献 

上いた さぬ と は あまりの 昏怠、 もはや 猶予 は 相 成ら 

う え さ ま ノ. 一き げん 

ぬと、 上様の 御機嫌さん ざんじ ゃぞ。 

頼 家 予は 生まれついての 性急 じ や。 いつまで 待て ど 

暮 せど 埒 あかず、 あまりに 歯痒う 覚 ゆるま ま、 この 

上 は 使いな ど 遣わす こと 無用と、 予が じきじきに 催 

促に まいった。 おのれ 何 ゆえに 細工 を 怠りお るか。 

仔細 をい え、 細 を 申せ。 



ころまでに はかならず 出来す るか、 あらかじめ 期日 

を さだめて お詫 を 申せ。 

夜叉 王 その 期日 は 申し上げられ ませぬ。 左に 鑿 を も 

ち、 右に 槌を 持てば、 面 はたやす く 成る ものと 思し 

召す か。 家 をつ くり、 塔 を 組む、 番 匠なん どと は 事 

しょ-つ あらき 

変り て、 これ は 生な き 粗木 を 削り、 男、 女、 天人、 

夜叉、 羅剎、 ありと あらゆる 善悪 邪 正の たましい を 

打ち込む 面 作師。 五体に みなぎる 精力が、 両の腕 

におの ずから 湊 まる 時、 わがた ましい は 流る る ごと 

く 彼に 通いて、 はじめて 面 も 作られ まする。 ただし 

その 時 は 半月の 後 か、 一月の 後 か、 あるいは 一年 二 



年の 後 か。 われながら 確と はわ かりませ ぬ。 

僧 これ、 これ、 夜叉 王 どの。 上様 は 御自身 も 仰せら 

るる ごとく、 至って 御 性急で おわし ます。 三 島の 社 

うなぎ 

の 放し 鰻 を 見る ように、 ぬらり くらり と 取 止めの 

ない ことば かり 申し上げ ていたら、 御疳 癖が いよい 

みよ-つ リ 

よ 募ろう ほどに、 こなた も 職人 冥利、 いつの ころ ま 

でと 日 を 限って、 しかと 御 返事 を 申す がよ かろう ぞ。 

夜叉 王 じ やと 言うて、 出来ぬ もの はのう。 

僧 なんの、 こなたの 腕で 出来ぬ ことがあろう。 面 作 

師も 多く あるな かで、 伊豆の 夜叉 王と いえば、 京 鎌 

倉まで も 聞え た 者 じ やに …… 。 



夜叉 王 さあ、 それゆえに 出来ぬ と言うの じ や。 わし 

も 伊豆の 夜叉 王と 言えば、 人に も 少し は 知られた も 

の。 たといお 咎め 受 きょうと も、 己が 心に 染まぬ 細 

ェを、 世に 残す の はいかに も 無念 じ や。 

頼 家 なに、 無念 じ やと …… 。 さらばい かなる 祟り を 

さっさ ゆ -っ 

受 きょうと も、 早急に は 出来ぬ という か。 

夜叉 王 恐れながら 早急に は …… 。 

頼 家 むむ、 おのれ 覚悟せ い。 

(癇癖 募りし 頼 家 は、 五郎の ささげた る 太刀 を 

引つ 取って、 あわや 抜かん とす。 奥より 桂、 走り 

出 づ。) 



かつら まあ、 まあ、 お待ちく ださり ませ。 

頼 家 ええ、 退け、 のけ。 

かつら まずお 鎮まりく ださり ませ。 面 は ただ今 献上 

いたし まする。 のう、 父 様。 

(夜叉 王 は 黙して 答えず。) 

五郎 なに、 面 はすで に 出来して おる か。 

ふぞろ 

頼 家 ええ、 おのれ。 前後 不揃いの こと を 申し立てて、 

予を あざむこう でな。 

かつら いえ、 いえ、 噓 いつわり では ござり ませぬ。 

面 はたし かに 出来して おります る。 これ、 父 様。 も 

うこの 上 は 是非が ござんすまい。 



かえで ほんに そうじゃ。 ゆうべよ うやく 出来した と 

いう あの 面 を、 いっそ 献上な されて は …… 。 

僧 それが よい、 それが よい。 こなた も 凡夫 じ や。 名 

も 惜し かろうが、 命 も 惜しかろう。 出来した 面が あ 

るなら ば、 早う 上様に さしあげて、 お 慈悲 をね がう 

が 上分別 じ ゃぞ。 

夜叉 王 命が 惜しい か、 名が 惜しい か。 こなた 衆の 

知った ことで はない。 黙って おいやれ。 

僧 さりと て、 これが 見て いらり ようか。 さあ、 娘 御- 

その 面 を 持って来て、 ともかくも 御覧に 入れた がよ 

ぃぞ。 早う、 早う。 



かえで あい、 あい。 

(かえで は 細工 場へ 走り 入りて、 木彫の 仮面 を 入 

れ たる 箱 を 持ち出 づ。 桂 はう け 取りて 頼 家の 前に 

ささぐ。 頼 家 は 無言に て 桂の 顔 をう ちま もり、 心 

少しく 解けた る 体な リ。) 

かつら いつわり ならぬ 証拠、 これ 御覧く ださり ませ。 

(頼 家 は 仮面 を 取りて 打ちな がめ、 思わず 感嘆の 

声 を あげる。) 

頼 家 おお、 見事 じ や。 よう 打った ぞ。 

五郎 上様 おん 顔に 生 写し じ や。 

う まも 

頼 家 むむ。 (飽かず 打ち 戍る) 



僧 されば こそ 言わぬ ことか。 それほどの 物が 出来し 

ていながら、 とこう 渋って おられた は、 夜叉 王 どの 

も 気の 知れぬ 男 じ や。 はは はは は。 

夜叉 王 (形 を あらためる) 何分に も わが 心に かなわ 

ぬ 細工、 人に は 見せ じと 存じ ましたが、 こう 相 成つ 

て は 致し方 も ござり ませぬ。 方々 に は その 面 をなん 

と 御覧な されます る。 

頼 家 さすが は 夜叉 王、 あっぱれの 者 じ や。 頼 家も満 

足した ぞ。 

夜叉 王 あっぱれとの 御 賞美 は はばかりながら おめが 

ノ J ろ う 

ね 違い、 それ は 夜叉 王が 一生の 不出来。 よう 御覧 じ 



しょ -っ 

夜叉 王 いや、 いや、 どう 見直しても 生 ある 人で は ご 

まなこ のろ 

ざり ませぬ。 しかも 眼に 恨み を 宿し、 何者 を か 呪 

おんりょう あやかし 

うが ごとき、 怨霊 怪異なん どのた ぐい …… 。 

僧 あ、 これ、 これ、 そのような 不吉の こと は 申さぬ 

ぎょい ちょうじょう 

もの じ や。 御意に かなえば それで 重 畳、 ありがた 

くお 礼 を 申されい。 

頼 家 むむ。 とにもかくにも この 面 は 頼 家の 意に かの 

うた。 持ち帰る ぞ。 

た ごしょもう 

夜叉 王 強って 御所 望と ござり ますれば …… 。 

頼 家 おお、 所望 じ や。 それ。 

(頼 家は頤 にて 示せば、 かつら 心得て 仮面 を 箱に 



納め、 すこしく 媚を 含みて 頼 家に ささぐ。 頼 家 は 

さらに その 顔 を じ つ と視 る。) 

頼 家 いや、 なお かさねて 主人に 所望が ある。 この 娘 

を 予が手 もとに 召し 仕い とう 存 ずるが、 奉公 さする 

心 はない か。 

夜叉 王 ありがたい 御意に ござります るが、 これ は 本 

人の 心 まかせ、 親の 口から 御 返事 は 申し上げられ ま 

せぬ。 

(桂 は 臆せず、 すすみ 出 づ。) 

かつら 父 様。 どうぞ わたしに 御 奉公 を …… 。 

頼 家 うい 奴 じ や。 奉公 を のぞむ と 申す か。 



かつら はい。 

頼 家 さらば これより その 面 を ささげて、 頼 家の 供し 

てま いれ。 

かつら かしこま りました。 

(頼 家 は 起つ。 五郎 も 起つ。 桂 も つづいて 起つ。 

たもと ささや 

楓は 姉の 抉 を ひかえて、 心 もと なげに 囁く。) 

かえで 姉 さま。 おまえ は 御 奉公に …… 。 

かつら おまえ は 先 ほど、 夢の ような 望みと 笑うた が、 

夢の ような 望みが 今 かのうた。 

(かつら は 誇りが に 見 かえりて、 庭に 降り 立つ。) 

あんど 

僧 やれ、 やれ、 これで 愚僧 もまず 安堵いた した。 夜 



叉 王 どの、 あすまた 逢いましょう ぞ。 

(頼 家 は 行き かかりて 物に つまずく。 桂 は 走り 寄 

りて その 手 を 取る。) 

頼 家 おお、 いつの 間に か 暗うな つた。 

(僧 はすす み 出で て、 桂に 燈籠を 渡す。 桂 は 仮面 

の 箱 を 僧に わたし、 われ は 片手に 燈籠を 持ち、 片 

手に 頼 家 を ひきて 出づ。 夜叉 王 はじつ と 思案の 体 

なり。) 

かえで 父 さま、 お見送り を …… 。 

(夜叉 王 は 初めて 心 づきた る ごとく、 娘と ともに 

門口に 送り出 づ。) 



五郎 そちへの 御 褒美 は、 あらためて 沙汰す るぞ。 

(頼 家ら は 相 前後して 出で ゆく。 夜叉 王 は 起ち 上 

りて、 しばらく 黙然と していた りしが、 やがてつ 

かっかと 縁に あがり、 細工 場より 槌を 持ち 来たり 

て、 壁に かけた るいろ いろの 仮面 を 取り 下し、 あ 

わ や 打ち砕 かんとす。 楓は おどろきて 取り 鎚 る。) 

かえで ああ、 これ、 なんとな さる。 おまえ は 物に 狂 

われた か。 

夜叉 王 せつば 詰まりて 是非に およばず、 拙き 細工 

を 献上した は、 侮んでも 返らぬ わが 不運。 あのよう 

な 面が 将軍家の おん 手に 渡りて、 これ ぞ 伊豆の 住人 



おどろかす ほどの 立派な 面 を 作り出し、 恥 を 雪いで 

くださり ませ。 

(かえで は 鎚リて 泣く。 夜叉 王 は 答えず、 思案の 

眼 を 瞑 じている。 日暮れて 笛の 声 遠くき こ ゆ。) 

第一 一場 

おなじく 桂 川の ほとり、 虎渓 橋の 抉。 川辺に は 柳 

いく もと すすき あし 

幾 本た ちて、 芒と 芦と みだれ 生いたり。 橋を隔 

てて 修 禅寺の 山門み ゆ。 同じ 日の 宵。 



(下田 五郎 は 頼 家の 太刀 を 持ち、 僧 は 仮面の 箱 を 

かかえて 出 づ。) 

五郎 上様 は 桂 どのと、 川辺 づたいに そぞろ歩き 遊ば 

され、 お供の われわれ は 一足先へ まいれとの 御意で 

あつたが、 修 禅寺の 御座所 もも はや 眼の まえ じ や。 

この 橋の 抉 にたたず みて 、お帰り を 暫時 相 待とう か。 

僧 いや、 いや、 それ はよ ろしゅう ござるまい。 桂 殿 

という 嫋女 をお 見出しあって、 浮れ あるきに 余念 も 

おわさぬ ところへ、 われわれの ごとき 邪魔 外道が 附 

まと 

き 纏うて は、 かえつ て 御機嫌 を 損ず るで ござろう ぞ。 



五郎 なにさまのう。 

(と は 言いながら、 五郎 はなお 不安の 体に てた た 

ずむ。) 

ふ ろ もど 

僧 ことに 愚僧 はお 風呂の 役、 早う 戻って 支度 をせ ね 

ばなる まい。 

五郎 お 風呂と ておのず と 沸いて 出 づる湯 じ や。 支度 

を 急ぐ こと も あるまい に …… 。 まずお 待ち やれ。 

僧 はて、 お 身に も 似合わぬ 不粋 をい ぅぞ。 若き 

男女が むつまじ ゆう 語ろう ている ところに、 法師 

や 武士 は 禁物 じ やよ。 はは はは は。 さあ、 ござれ、 

ござれ。 



(無理に 袖 を ひく。 五郎 は 心ならず も曳 かるる ま 

まに、 打ち連れて 橋 を 渡り ゆく。 月 出づ。 桂は燈 

籠 を 持ち、 頼 家の 手 を ひきて 出 づ。) 

頼 家 おお、 月が 出た。 河原 づたいに 夜 ゆけば、 芒に 

まじる 芦の 根に、 水の 声、 虫の 声、 山家の 秋 はまた 

ひとしおの 風情 じ やのう。 

かつら 馴れて はさ ほどに もお ぼえ ませぬ が、 鎌 倉 山 

の 星月夜と は 事変り て、 伊豆の 山家の 秋の 夜 は、 さ 

ぞぉ 寂し ゆ ぅメ /ざり ましょう。 

(頼 家 はあり あう 石に 腰 打ち かけ、 桂 は 燈籠を 持 

ち たるま ま、 橋の 欄に 凭りて 立つ。 月明ら かにし 



て 虫の 声き こ ゆ。) 

頼 家 鎌 倉 は 天下の 覇府、 大小 名の 武家 小路、 甍 をな 

ら ベて 綺羅 を 競え ど、 それ は うわべの 栄えに て、 う 

ちまた 

らは おそろしき 罪の 巷、 悪魔の 巣ぞ。 人間の 住む 

べきと ころで ない。 鎌 倉な どへ は 夢 も 通わぬ。 (月 

を 仰ぎて 言う) 

かつら 鎌 倉 山に 時め いてお わしな ば、 日本一の 将軍 

家、 山家 そだちの われわれ は 下司に もお 使いな され 

まいに、 御 果報 拙い がわた くしの 果報よ。 忘れ も 

いわやもう げこうみ ち 

せぬ この 三月、 窟詣 での 下向 路、 桂 谷の 川上で、 は 

じめ て 御目見得 をいた しました。 



こ て すねあて つわもの 

(月 かくれて 暗し。 籠手、 臑当、 腹 巻した る 軍兵 

二人、 上下より うかがい 出で て、 芒 むらに 潜む。 

虫の 声に わかに やむ。) 

かつら あたりに すだく 虫の 声、 吹き消す ように 止み 

ました は …… 。 

頼 家 人 やまいり し。 心 をつ けよ。 

えぼし ひたたれ 

(金 窪 兵 衛尉行 親、 三十 余 歳。 烏帽子、 直垂、 籠 

手、 臑当 にて 出 づ。) 

うえ 

行 親 上、 これに 御座 遊ばされました か。 

頼 家 誰 じ や。 

すか 

(桂 は 燈籠を かざす。 頼 家 透し みる。) 



党 ほろび 殲 さず。 かつ は函 根より 西の 山路に、 盗賊 

ども 徘徊す る 由き こえ ましたれば、 路 次の 用心と し 

て かように いかめし ゆう 扮 装ち 申した。 上に 対した 

ろうぜき 

てまつ りて、 不意 撃ちの 狼藉なん ど、 いかで、 いか 

で …… 。 

頼 家 たといい かように 陳 ずると も、 憎き 北条の 使い 

なんどに 対面 無用 じ や。 使いの 口上 聞く におよ ばぬ。 

帰れ、 かえれ。 

(行 親 は 騒がず。 しずかに 桂 をみ かえる。) 

行 親 これに ある 女性 は …… 。 

頼 家 予が召 仕い の 女子 じ やよ。 



行 親 おん 謹みの 身 を もって、 素性 も 得 知れぬ ii し 

の 女子 ども を、 おん 側近う 召されし は …… 。 

(桂 は 堪えず、 すすみ 出 づ。) 

かつら 兵衛 どのと やら、 お 身 は 卜者 か 人相見 か。 

初見 参の わらわに 対して、 素姓 賤 しき 女子な どと、 

迂濶に 物 を 申されな。 妾 は 都のう まれ、 母 は 殿上 

人に も 仕えし 者ぞ。 まして 今 は 将軍家のお そばに 召 

されて、 若 狭の 局と も 名乗る 身に、 一 応の 会釈 もせ 

で 無礼の 雑言 は、 鎌 倉 武士と いうに も 似ぬ、 さりと 

は 作法 を わきまえぬ 者のう。 

(冷笑 われて、 行 親 は 眉 を ひそめる。) 



ぐべ きょう も) J ざり ませぬ。 仰せに 任せて 今宵 はこ 

のま ま 退散、 委細 は 明朝 あらためて 見参の 上 …… 。 

頼 家 いや、 重ねて 来る こと 相 成らぬ ぞ。 若 狭、 まい 

れ。 

(頼 家 は 起ち 上りて 桂の 手 を 取り、 打ち連れて 橋 

を 渡り 去る。 行 親 は あと を 見送る。 芒の あいだに 

潜みし 軍兵 出 づ。) 

兵 一 先刻より 忍んで 相 待ち 申した に、 なんの 合図 も 

ござり ませねば …… 。 

兵 二 手 を 下すべき 機 もな く、 空しく 時 を 移し 申した。 

行 親 北条 殿の 密旨 を， 蒙り、 近寄って 討ちた てまつ 



( 一 人 は 下手に 走り去る。 行 親 は 一 人 を 具して 上 

手に入る。 木 かげより 春彦、 うかがい 出 づ。) 

おお ひと もど みちみち つわもの 

春彦 大 仁の 町から 戻る 路々 に、 物の 具した る 兵 者が、 

たむろ 

ここに 五 人 かしこに 十 人 屯して、 出入りの もの を 

一 々詮議す る は、 合点が ゆかぬ と 思うた が、 さて は 

鎌 倉の 下知に よって、 上様 を 失い たてまつる 結構な。 

さりと は 大事 じ や。 

おちこち ねと リ 

(遠近に て 寝 鳥のお どろき 起つ 声。 下田 五郎 は 橋 

を 渡りて 出 づ。) 

五郎 常 はさび しき 山里の、 今宵 は 何と やらん 物 さわ 

がしく、 事 ありげ にも 覚 ゆる ぞ。 念のために 川の 



かみしも みまわ 

上下 を 一 わたり 見廻ろう か。 

春彦 五郎 どので はお わさぬ か。 

五郎 おお、 春彦 か。 

(春彦 は 近づ きて ささやく。) 

五郎 や、 なんと 言う。 金 窪の 参入 は …… 。 上様 を… 

•:。 しかと 左様 か。 むむ。 

(五郎 は あわただしく 引つ 返し ゆかんと する 時、 

なが まき 

橋の 上より 軍兵 一 人長卷 をたず さえて 出で、 無言 

にて 撃って かかる。 五郎 は 抜き あわせて、 たち ま 

ち 斬って 捨っ。 軍兵 数人、 上下より 走り出で、 五 

郎を 押つ 取り まく。) 



五郎 や あ、 春彦。 ここ は それがしが 受け取った。 そ 

ち は 御座所へ 走せ 参 じて、 この 趣 を 注進せ い。 

春彦 はつ。 

(春 彦は橋 を わたりて 走り去る。 五郎 は 左右に 敵 

を 引き受けて 奮闘す。) 

第三 場 

もとの 夜叉 王の 住家。 夜叉 王 は 門に たちて 望む。 

修 禅寺に て 早鐘 を撞く 音き こ ゆ。 



(向うよ り楓は 走り出 づ。) 

かえで 父 様。 夜討ち じ や。 

夜叉 王 おお、 むすめ。 見て 戻った か。 

かえで 敵 は 誰 やら わからぬ が、 人数 はおよ そ 二三 百 

人、 修 禅寺の 御座所へ 夜討ち を かけました ぞ。 

夜叉 王 にわかに きこ ゆる 人馬の 物音 は、 何事 かと 思 

うたに、 修 禅寺へ 夜討ちと は …… 。 平家の 残党 か、 

鎌 倉の 討 手 か。 こり や 容易なら ぬ 大変 じ やのう。 

あやにく 

かえで 生憎に 春彦 どの はあり あわさず、 なんとした 

ことで ござり ましよ うな。 



夜叉 王 われわれが うろうろ 立ち騒いだ とてなん の 役 

にも 立つまい。 ただ その なりゆき を 観て いるば かり 

じ や。 まさかの 時には 父子が 手 を ひいて 立ち退く ま 

での こと。 平家が 勝とう が、 源氏が 勝とう が、 北条 

が 勝とう が、 われわれに はか かり 合いの ない こと 

じ や。 

あね さま 

かえで それじゃ と言うて 不意の いくさに、 姉 様 はな 

ん とな さりょう か。 もし 逃げ惑うて 過失で も …… 。 

夜叉 王 いや、 それ も 時の 運 じ や、 是非 もない。 姉に 

はまた 姉の 覚悟が あろうよ。 

(寺 鐘と 陣 鐘と まじりて きこ ゆ。 楓は 起ちつ 居つ、 



幾た びか 門に 出で て 心痛の 体。 向うよ り春彦 走り 

出 づ。) 

かえで おお、 春彦 どの。 待ち かねました。 

春彦 寄せ手 は 鎌 倉の 北条 方、 しかも 夜討ちの 相談 を、 

測らず 木 かげで 立 聴きして、 その 由 を 御 注進 申し 上 

ぎょうと、 修 禅寺まで は艇 けつけ たが、 前後の 門 は 

みな 囲まれ、 翼なければ 入る ことかな わず、 残念な 

がらお めお め 戻った。 

かえで では、 姉 様の 安否 も 知れ ませぬ か。 

春彦 姉 はさて おいて、 上様の 御 安否 さえ もま だ わか 

らぬ。 小勢ながら も 近習の 衆が、 火花 をち らして 



追つつ 返しつ、 今が 合戦 最中 じ や。 

夜叉 王 なに を 言う にも 多勢に 無勢、 御所 方 とても 鬼 

神で は あるまい に、 勝負 は 大方 知れて ある。 とても 

逃れぬ 御 運の 末 じ や。 蒲 殿と いい、 上様と 言い、 い 

かなる 因縁 かこの 修 禅寺に は、 土の 底まで 源氏の 血 

が 沁みる のう。 

(寺 鐘 烈しく きこ ゆ。 春彦 夫婦 は 再び 表 をう かが 

い 見る。) 

しのぎ 

かえで おお、 おびただしい 人の 足音 ：：•• 。 鎬を削 

る 太刀の 音 …… 。 

春彦 ここへ も 次第に 近づいて くるわ。 



(桂 は 頼 家の 仮面 を 持ちて 顔に は 髪 を ふりかけ、 

ひたたれ て お 

直垂を 着て 長 巻 を 持ち、 手負いの 体に て 走り出で、 

門口に 来たりて 倒る。) 

春彦 や、 誰 やら 表に …… 。 

(夫婦 は 走り 寄りて 扶け 起し、 庭 さきに 伴い 入る 

れば、 桂 はまた 倒れる。) 

春彦 これ、 傷 は 浅う ござり まする ぞ。 心 を 確かに 持 

たせられ い。 

かつら (息 もた ゆげに) おお 妹 …… 。 春彦 どの …… 。 

父 様 は どこに じ や。 

夜叉 王 や、 なんと …… 。 



(夜叉 王 は 怪しみて 立ちよ る。 桂 は 顔 を あげる。 

みなみな 驚く。) 

春彦 や、 侍 衆と おもいのほか …… 。 

夜叉 王 おお、 娘 か。 

かえで 姉 さま か。 

春彦 して、 この 体 は …… 。 

かつら 上様お 風呂 を 召さる る 折から、 鎌 倉 勢が 不意 

の 夜討ち …… 。 味方 は 小人数、 必死にた たかう。 女 

で こそ あれ この 桂 も、 御 奉公 はじめの 御 奉公 納めに、 

この 面 をつ けて お 身が わりと、 早速の 分別 …… 。 

月の 暗き を 幸いに 打 物と つて 庭に おり 立ち、 左 金 吾 



頼 家 これに ありと、 呼ばわり 呼ばわり 走せ 出づれ ば、 

むらがる 敵 は 夜目 遠目に、 まことの 上様 ぞと 心得て、 

うち 拽ら さじと 追 つ かくる。 

夜叉 王 さて は 上様お 身替 りと 相 成って、 この 面に て 

敵 を あざむき、 ここまで 斬り 抜けて まいった か。 (血 

に 染みた る 仮面 を 取りて じっと 視る) 

春彦 われわれす らも 侍 衆と 見 あやまった ほど なれば、 

敵の あざむかれ たも 無 現で は あるまい。 

かえで と は 言う ものの、 あさまし いこのお 姿 …… 。 

姉 様 死んで 下さり まするな。 (取 リ鎚リ て 泣く) 

かつら いや、 いや。 死んでも 憾み はない。 賤が 伏屋 



でいた ずらに、 百年 千年 生きた とて 何とな ろう。 た 

とい 半 晌ー晌 でも、 将軍家のお そばに 召し出され、 

若 狭の 局と いう 名 を も 給わる から は、 これで 出世の 

望み も かのうた。 死んでも わたし は 本望 じ や。 

(云い かけて 弱る を、 春彦 夫婦 は 介抱す。 夜叉 王 

は 仮面 をみ つめて 物言わず。 以前の 修 禅寺の 僧、 

頭より 袈裟 を かぶりて 逃げ 来たる。) 

僧 大変 じ や、 大変 じ や。 かくもう て 下され、 隠もう 

てくだされ。 (内に 艇け 入りて、 桂 を 見て またお ど 

ろく) や あ、 ここに も 手負いが…。 おお、 桂 殿 …… 

こなた も か。 



かつら して、 上様 は …… 。 

僧 お 悼 わしゃ、 御 最期 じ や。 

かつら ええ。 (這い 起きて きっと 視 る) 

僧 上様ば かり か、 御 家来 衆 も 大方 は 斬り 死 …… 。 わ 

しら も 傍杖の 怪我せ ぬう ちと、 命から がら 逃げて 来 

たの じ や。 

春彦 では、 お 身が わりの 甲非ズ もな く …… 。 

かえで ついに やみやみ 御 最期 か。 

(桂 は 失望して また 倒る。 楓は 取りつ きて 叫ぶ。) 

かえで これ、 姉 さま。 心 を 確かに …… 。 のう、 父 様。 

姉 さまが 死にます るぞ。 



(今まで 一心に 仮面 をみ つめたる 夜叉 王、 はじめ 

て 見 かえる。) 

夜叉 王 おお、 姉 は 死ぬ るか。 姉 もさ だめて 本望で あ 

ろう。 父 もまた 本望 じ や。 

かえで ええ。 

夜叉 王 幾た び 打ち 直しても この 面に、 死相の ありあ 

りと 見えた る は、 われ 拙き にあらず。 純き にあらず- 

源氏の 将軍 頼 家 卿が かく 相 成るべき 御 運と は、 今と 

いう 今、 はじめて 覚 つた。 神なら では 知ろ しめされ 

ぬ 人の 運命、 まず わが 作に あらわれし は、 自然の 感 

応、 自然の 妙、 技芸 神に 入る と はこの ことよ。 伊豆 



の 夜叉 王、 われながら あっぱれ 天下一 じ やのう。 (快 

げに 笑う) 

かつら (おなじく 笑う) わたし も あっぱれお 局 様 じ や。 

死んでも 思いお くこと ない。 ちっとも 早う 上様のお 

あと を 慕うて、 冥土の おん 供 …… 。 

夜叉 王 やれ、 娘。 わかき 女子が 断末魔の 面、 後の 手 

本に 写して おきたい。 苦痛 を 堪えて しばらく 待て。 

春彦、 筆と 紙 を …… 。 

春彦 はつ。 

(春彦 は 細工 場に 走り 入りて、 筆と 紙な ど を 持ち 

来たる。 夜叉 王 は 筆 を 執る。) 



夜叉 王 娘、 顔 をみ せい。 

かつら あい。 

(桂 は春彦 夫婦に 扶 けられて 這いよ る。 夜叉 王 は 

筆 を 執りて、 その 顔 を 模写 せんとす。 僧 は 口のう 

ちに て 入 ふ 仏す。 ン 
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